






まとめと問題 

Chronic intensive care を必要とするハイリスク新生児の実態を知るため、わが国の 10

道県の NICUにおける昭和 61年 1 年間の 3ヵ月以上の長期入院新生児について調査を行い

以下の如き結果が得られるとともに 2、3の問題点が指摘された。 

1.10 道県の調査成績では長期入院新生児は全出生の O.19%であった。 

2.上記の調査成績をもとにわが国全体の昭和61年1年間の長期入院新生児例を補正想定す

ると、全出生の O.27%、3,734 例となった。 

3.長期入院例の 69.2%は出生体重が 1,500g 未満の極小未熟児、36.3%が 1,OOOg 未満の超未

熟児であった。 

4.長期入院理由の第 1 位は未熟性によるもので 47.3%、奇形(心奇形、消化管奇形を含む)

が 9.9%、仮死が 6.0%、その他が 36.8%であった。 

5.出生体重の小さいほど、在胎の短いほど入院期間は長くなる傾向にあるものの、予後は

比較的良好で、ほとんどが 1年以内に退院できていた。 

6.仮死児や奇形児の長期予後は不良で、1年以上もの長期入院例の大半は成熟児であった。 

7.これらの少数の予後不良の長期入院例についてはChronic intensive care を行える重症

心身障害児の施設への早期転床が望ましく、施設の充実を計る必要がある。 

8.極小未熟児、超未熟児の出生比率が増加しつつあるので、Chronic intensive care の例

は今後益々増加することが予想される。 

9.現行の社会保険上の NICU 加算や経皮酸素分圧測定はその期間が余りにも短く、Chromc 

intensive care を必要とする率の高い超未熟児や極小未熟児のケアを中心とする NICU に

おいては非現実的であり、早急な改正を必要とする。 

10.わが国の各地域における新生児救急医療システムを考える上では Chronlc 

intensivecare の例が今後更に多くなるであろうことを考慮すべきである。 


